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区の将来像と基本方針を明らかにしたもので、長期基本計画をはじめと

する区の各種計画の指針となるものです。

長期基本計画との整合を図りつつ、法令等に基づいて策定する各事業

分野の計画です。

基本構想を実現するため、区政の課題を明らかにするとともに、将来に

向けた区の方針と、取り組みの方向性等を体系的に示すものです。個別

の事業は、総合実施計画や個別計画、予算編成等で扱うこととしています。

基本構想と長期基本計画が示す基本方針や政策に沿って、具体的な事務

事業を年次計画により示したものです。事業の実施状況、財政状況、社

会経済状況の変化を踏まえ、適宜見直しを行います。

各年度予算編成・事業執行

長期基本計画

個別計画

総合実施計画

基 本 構 想

計画の基本的な考え方

　品川区総合実施計画は、品川区長期基本計画を推進するために重点的に実施する事業や、

その事業の実施時期等を明らかにする３か年の行政計画です。

　品川区は、この総合実施計画を長期基本計画の実現に向けた具体的指針として、効率的かつ

着実な事業推進を図っていきます。

　品川区総合実施計画（第１次）の期間は、2022（令和４）年度から2024（令和６）年度までの

３か年です。

品川区長期基本計画における「4つの視点」と「3つの政策分野」のイメージ

「輝く笑顔 住み続けたいまち しながわ」をめざして

人
すこやか 共生

多様な生き方を認め合い
誰もがすこやかに
暮らせるまちに

地 域
にぎわい 活力

コミュニティの活性化で
にぎわいと活力の

あるまちに

安 全
あんしん 持続

まちの安全を
強固なものにし
住みよいまちに

超長寿社会に
対応する視点

先端技術を
活用して課題解決と

発展を図る視点

多文化・多様な
生き方を

尊重する視点

強 で
魅力あるまちを

未来につなぐ視点

1 策定の目的

2 計画の期間

3 計画の位置づけと役割

参考



区　分
2022年度

(令和4年度)
2023年度

(令和5年度)
2024年度

(令和6年度)

特別区税

特別区交付金

国・都支出金

その他

人件費

扶助費

一般行政経費

投資的経費

51,981

41,800

44,511

50,780

189,072

26,766

47,553

75,700

39,053

189,072

51,973

41,800

48,686

60,398

202,857

26,902

48,227

76,452

51,276

202,857

51,973

41,800

57,395

56,730

207,898

26,963

48,693

77,109

55,133

207,898

合　計

合　計

分　野 事業数

合　計

22 事業

51 事業

36 事業

6事業

115 事業

3,886

18,993

12,981

418

36,278

4,564

17,458

20,875

951

43,848

3,697

15,299

46,862

1,384

67,242

12,147

51,750

80,718

2,753

147,368

合計
2022年度

(令和4年度)

地域
にぎわい 活力

人
すこやか 共生

安全
あんしん 持続

変化に対応する
区政運営

2023年度
(令和5年度)

2024年度
(令和6年度)

　品川区は、2016（平成28）年3月「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、区が持続的に発展して

いくための戦略目標と取り組みを示した「品川区総合戦略」を策定しました。

　総合戦略がめざす「地域の特徴を活かした自律的で持続的な社会の創生」は、品川区長期

基本計画および品川区総合実施計画の推進により実現されるものです。

　そこで、今回総合実施計画の策定に合わせ、実施計画事業のうち総合戦略の目的や課題との

関連が強い取り組みを、総合戦略の具体的な施策と位置づけ、総合戦略を改定しました。

　この計画では、現行の行財政制度を前提に過去の実績および今後の経済動向等を考慮し

て、期間中の財政収支を想定しました。

財政収支の推計

計画事業費

(単位：百万円)

(単位：百万円)

5 品川区総合戦略について

6 財政収支の見通し・計画事業費

　総合実施計画の進行管理にあたっては、行政評価などにより、各計画事業に定める指標の

達成状況や課題の把握を行いながら着実に計画を推進してまいります。

4 計画の進行管理



区民まつり

品川区立品川産業支援交流施設オープンラウンジ

しながわ水辺の観光フェスタ

ブラインドサッカー

八潮ファミリー運動会

とごしぎんざまつり

目黒川みんなのイルミネーション

ボルダリングウォール

〇町会・自治会への活動支援
〇八潮地域の魅力向上支援

人と人のつながりへの支援

〇産業間の交流・連携による区内産業の活性化
〇商店街のにぎわいと活性化の推進

産業の振興

〇水辺を活用したにぎわい創出

地域のにぎわい

〇オリンピック・パラリンピックを契機とする文化スポーツ活動の推進

東京２０２０大会を契機としたまちの活性化

コミュニティの活性化でにぎわいと活力のあるまちに
　誰もが人とつながり心豊かに暮らせるよう、地域コミュニティの活性化や

ICT（情報通信技術）を活用した産業の振興など、区民のさまざまな場面で

の活躍がまちのにぎわいや活力の創出につながる取り組みを推進します。

地域
にぎわい 活力

主な計画事業



品川区立児童相談所 完成予想図

品川区立南ゆたか保育園・児童センター 

防護服着脱訓練

ヤングケアラー支援体制の構築

品川区立浜川中学校 完成予想図

多様性尊重講座

〇新興感染症等健康危機に備えた対応力の強化

区民の命と健康を守る

〇しあわせ創設プラン（重層的支援体制の構築・強化）
〇区立児童相談所の開設・運営
〇児童家庭相談・支援機能の充実
〇自殺対策の推進

包摂的な社会への取り組み

〇高齢者福祉施設の整備促進
〇障害者グループホームの整備促進
〇区立保育園・児童センター、区立学校の改築

サービス向上のための計画的な施設整備

〇多様性の尊重推進

多様性を認め合う意識づくり

多様な生き方を認め合い誰もがすこやかに暮らせるまちに
　人生100年時代といわれる中で、子どもから高齢者までライフステージに応

じた切れ目のない支援を進めるとともに、外国人との共生など、多様な生き方

を認め合いながら、誰もがすこやかに、いきいきと暮らせる社会をつくります。

人
すこやか 共生



品川区立環境学習交流施設「エコルとごし」

区内一斉防災訓練

エコルとごし（大型映像展示イメージ）

水防訓練

コミュニティバス運行ルート図

品川区コミュニティバス「しなバス」

〇温室効果ガス排出量ゼロ（ゼロカーボン）に向けた取り組みの推進
〇楽しく学べる体験型環境学習の充実

脱炭素社会への取り組み

〇災害時における情報収集および発信の充実と強化
〇木造住宅密集地域における防災性の向上
〇都市型水害に強い基盤の整備

大規模地震や豪雨等自然災害への対策

〇コミュニティバスの導入

利便性の高い公共交通網の整備

まちの安全を強固なものにし住みよいまちに
　誰もが安心して暮らせるよう、災害対策など人々の生活の基盤となるまち

の安全を強固なものにするとともに、環境面なども含め持続可能な住みよい

まちをつくります。

安全
あんしん 持続

主な計画事業



　

〇デジタル・トランスフォーメーション（DX）の推進

デジタル化の推進

〇新庁舎の整備

区民の協働と交流の拠点、防災指令拠点

〇多様な行政課題に柔軟に対応できる人材の育成

区民に信頼され実行力のある職員の育成

新庁舎の建物配置計画

　区政の基盤と体制を整備し、区を取り巻く環境の変化に的確に対応しなが

ら、将来にわたり持続可能な区政運営を推進します。

変化に対応する
区政運営

品川区総合実施計画とＳＤＧｓ
　ＳＤＧｓは持続可能な世界を実現するための17の目標（ゴール）から構成され、「誰一人として取り

残さない」社会の実現をめざし、経済・社会・環境をめぐる広範囲な課題に対する総合的な取り組

みが示されています。

　品川区長期基本計画が示す方向性はＳＤＧｓと重なるところが多いため、長期基本計画の実現

に向けた具体的指針である品川区総合実施計画を推進することは、ＳＤＧｓの達成にも資するも

のと考えています。



品川区総合実施計画

品川区企画部　企画調整課

2022 - 202 4
令和 4年度 ▶ 令和 6年度

　本区は、2020（令和２）年４月、品川区のさらなる発展・飛躍に向けた歩みを確かなものとする

ため、新しい「品川区長期基本計画」をスタートさせました。同計画は、政策分野を区民に身近な

「地域」「人」「安全」の３つにまとめて分かりやすく示すとともに、変化の激しい時代に将来を

しっかりと見据えるため、①超長寿社会に対応する視点、②多文化・多様な生き方を尊重する

視点、③強靱で魅力あるまちを未来につなぐ視点、④先端技術を活用して課題解決と発展を

図る視点から成る「未来につなぐ４つの視点」を掲げて策定しました。

　
　このたび、長期基本計画を着実に推進するため、2022（令和４）年度から2024（令和６）年度

までの３か年を計画期間とする「品川区総合実施計画」を策定しました。

　新たな総合実施計画では、長期基本計画に掲げる４つの視点と３つの政策分野の基本的な

考え方に基づき、同計画の実現に向けて重点的に実施する事業を実施計画事業と位置づけ、

年次計画を示しています。

　計画の推進にあたっては、今なお新型コロナウイルス感染症が区民生活に大きな影響を及ぼ

していることから、感染拡大の防止、地域経済の回復を進めつつ、事業を実施してまいります。

　また、実施計画事業を中心として、区が持続的に発展していくための取り組みをまとめた

「品川区総合戦略」を併せて改定しました。

　　
　区を取り巻く社会経済状況は、人口構造の変化、ＩＣＴ（情報通信技術）などの技術革新の

進展、頻発化・激甚化する自然災害、新型コロナウイルス感染症の動向等、さまざまな要因による

大きな変化が予測されます。

　今後も、こうした変化を的確に捉えるとともに、実施計画事業を軸に効果的・効率的な区政

運営に努め、区民が真に必要とする施策を迅速に推進することで、訪れたい、住みたい、住み

続けたいと思っていただける魅力的で持続可能な品川区を築いてまいります。

　区民の皆さまのご理解とご協力を心からお願い申し上げます。

令和４年４月

品川区長　濱野　健

品川区総合実施計画の策定にあたって


